
【大津地域】 

地域マリンビジョン目標の達成に向けた取り組み 

●防災減災対策の検討・実施（継続事業） 

（1）水産業を核とした地域活性化の取り組み（地域の目指すべき姿）（Plan） 関連資料 

地域 MVにおける取組
の位置付け 

【地域の目差すべき姿】 

上架漁船の防災減災対策を実施し、地震津波災害に強く、安心、安全な操業体制の構築 

【目指す姿との対応】 

船揚場の嵩上げにより L1 津波対応に実現的目処がつき、上部コンクリート施工も完了した。残る漁船
修理施設整備へ向けた対応が必要 
船揚場嵩上げに伴い整備したシップキャリアの老朽化対策が喫緊の課題として挙げられたことから、

漁船修理施設に先行してシップキャリア保管施設の整備をする計画を追加 

取組場所 【取組の様子】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

赤枠：シップキャリア保管施設整備予定地 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上下架した船を移動させるシップキャリア 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

現状における取組実
施の背景 

・H23.3.11 の東北地方太平洋沖地震に伴う津波により、上架漁船流出等の被害発生し、これを機に漁港整備長期計画に「防災・減災対策」を

盛り込み計画変更 

・変更後計画においては「船揚場の嵩上げ」が主体となる漁港地域 BCP もいち早く策定し、災害に強い漁港、生産体制の構築に取り組んでいる 

・漁港施設以外においても、（今後も被災した漁船の）早期復旧等による持続的な生産体制の維持のため「漁船修理施設」を嵩上げ後の船揚場

隣地に整備することで、安心した操業体制を構築することを目指している 

・シップキャリア保管施設の整備を追加し、防災減災対策設備の長寿命化を図る 

取組により期待する
効果 

・船揚場を嵩上げすることにより、地震、津波に強い漁港となり、漁船修理施設の高台への整備により、（仮に被災しても）早期の復旧が図ら

れ、持続的漁業生産が可能となる 

（2）取組内容・実施体制（Do） 

取組内容、方法、手
順、実施体制 
 

・現状、船揚場嵩上げに伴い整備したシップキャリアが野ざらしで保管されており、塩害等による老朽化が課題となっている。このことから、

漁船修理施設に先行してシップキャリア保管施設を漁協の共同利用施設として整備する計画を追加 

・漁船修理施設整備用地として嵩上げした用地の余剰部分に整備予定 
・令和６年度からの整備を目指し検討を進めている 

（3）効果項目に対する評価（Check） 

効果目標の達成度評
価 

・シップキャリア保管施設の先行整備 
 

反省点 ・漁船修理施設整備は順延となる 

（4）取組の改善措置（Action） 

取組内容の改善点 ・シップキャリア保管施設の先行整備 
・漁船修理施設整備は車庫整備完了後となる見込み 

取組の実施に必要な
もの 

 
 
 

 

 

  



 

●大漁まつりや物販の実施による都市交流・観光の振興（継続事業） 

（1）水産業を核とした地域活性化の取り組み（地域の目指すべき姿）（Plan） 関連資料 

地域MVにおける取組
の位置付け 

【地域の目差すべき姿】 

大津港大漁まつりなどの継続実施による都市交流・観光の振興 

【目指す姿との対応】 

都市交流・観光、情報発信 

 

 

取組場所 【取組の様子】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大津港大漁まつりは４年ぶりの開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

女性部による秋サケ直販も従来通りの活気ある姿に 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サケ飯寿司の販売会 

 

 

 

 

 

 

 
現状における取組実施
の背景 

 

取組により期待する
効果 

 

（2）取組内容・実施体制（Do） 

取組内容、方法、手
順、実施体制 
 

○大津港大漁まつり 

 ・令和５年度より従来通りの開催が再開 

○秋サケ直販 

 ・コロナ期間中はフィルムによる仕切りの設置等により感染症対策をとった上で実施 

 ・令和５年はコロナ開けのため従来の販売形態での実施を再開 

○青年部直販 

 ・感染症対策等を鑑み令和５年度も中止となった 

○サケ飯寿司販売 

 ・コロナ前に実施していた量販店での販売は、場所の確保が難しく実施できていない 

 ・関係団体とも連携し新たな形態、場所での開催を検討 

 ・令和５年度は代替イベントとして豊頃町役場前にて販売会を開催 

 ・飯寿司製造に際しては、近年人手不足が深刻化しており、令和５年度は町内外から３名を雇い入れ対応した。 
（3）効果項目に対する評価（Check） 

効果目標の達成度評
価 

・各種イベント等の再開・開催方法の見直し 
 
 

反省点  

 

 
（4）取組の改善措置（Action） 

取組内容の改善点 ・令和５年度より従来通りのイベント開催となりつつある 

・サケ飯寿司については令和５年に代替イベントとして地元での販売会を実施し、都市部からの来客もあったことから地元ブランドとし

ての強みを再認識した 

取組の実施に必要な
もの 

 
 
 
 
 

 

 

  


